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研 究主 題 体験的な活動 を生 か し,一 人一人の豊かな自己表現力を伸ばす指導法の工夫

1主 題設 定 の理 由

本研究部会では,地 域の特性,児 童 ・生徒の実態 について共通理解を図 ったrで,へ き地教

育の課題を解決す るために指導法 につ いて研究を進 めて きた。

1地 域の特性 と児童 ・生徒の実態

多摩地区のへ き地 は地域的に見ると東 京の西部に位置 し,一 部で は住宅の開発などが押 し

進め られてい る地域 もあるが,多 くの児童・生徒たちは自然 に恵 まれた環境の中で育 っている。

親の代か らその地域 に住んでいる人も多 く,地 域と学校 との関係は密接であ り協力的で も

ある。 また,豊 かな自然環境 とと もに,一 部の地域には伝統的な文化 も多 く残 っているが,

それ らを有効 に活用 して遊ぶなどの経験は少ない。都市部へ出かけるのに時間がかかるため

か生活空間 も限 られ,多 くの人 々と接触する機会が少 ない という状況 にある。 しか し,マ ス

メデ ィアの発達などにと もなう情報だけは,豊 富 に入 っている。

このよ うな環境の中で育 っている児童 ・生徒は,明 るく素直で純朴であ る。与え られた課

題には,真 面目に取 り組む ことがで きるが,新 しい問題が起 こると他人か らの指示を期待 し

て しまうなど自主性 に欠ける面 も見 られる。 また,自 分の意志を適切に伝える事がで きない

などの表現力の乏 しさがある。

2豊 かな表現力 をつけさせ るために

表現力の乏 しさの理 由としてい くっかの点が考え られ る。一っ 目には,幼 い頃か ら同一の

小集団で生活 しているため,児 童 ・生徒の関係が より親密 にな っていて会話を用 いな くと も

意志の疎通が図 られていること。二っ 目に,集 落が離れていて近所の友人 と遊ぶ事 も難 しか っ

た り,塾 やTVゲ ームの広まりなどで集団で遊んだ りす る機会が少ないなどの背景があ るこ

と。三っ目に,人 と接す ることが少な く表現 し合 う活動の機会や場の不足に も起因するので

はないかと考えた。

表現 とは,自 分の思 っていること,ま た感 じていることを何 らかの方法で伝えること,表

す ことである。 その方法には,様 々なもの(言 葉 ・文字 ・絵画 ・身体 ・音など)が あ り,年

齢や発達段階によって異なるものである。そ こで,身 近な ものか ら教材を工夫することや発

達段階 に応 じた表現など指導法の工夫に重点を置いて取 り組む こととした。特 に自分の感覚

で感 じることので きる授業を基本に考え,そ の感動体験か ら体得 した ものを発表で きる機会

や場を設定 し,認 めていくことで 自信を持たせる工夫 を した。 この ことが自己表現力を伸ば

す原動 力とな り,主 体的な学習に発展 し,児 童 ・生徒 の豊かな表現力が向上 し,さ らに豊か

な人間性 ・社会性の育成にっなが ってい くもの と考えて標記の研究主題を設定 した。
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II主 題 に迫 るため の基本 的 な考え方

1研 究のね らい

111自 分の考えや思いをよ りよい方法で表現する態度や能力を育てる。

児童 ・生徒が急激 に変化 してい く社会をた くましく生 きて い くたあには,自 己表現力を

養 うことが極めて重要で ある。

表現力は一人一人の個性を発揮 してい くたあに必要な能力であ るためばか りでな く,他

人によ って表現 された ことを理解す る力に も大 きくかかわ って いる。 したが って,他 人と

かかわ り合いなが ら生 きてい くなかで,表 現力は必要な能力の…っと考 え られ る。

自己表現力を育てるには,児 童 ・生徒一人一一人が体験的な活動か らいろいろな ことを感

じ取 ることので きる資質 を伸は し,自 分の考えや思 いをよりよい方法で表現す る態度を養

うことが重要であ る。そ うす ることで,自 信を持 って進んで表現するようになるであろ う

と思われる。

この ことは,表 現 力が乏 しいと指摘 されて きたへ き地校 に学ぶ児童 ・生徒にとって重要

な課題である。 そこで,児 童 ・生徒が意欲を もって表現できるよ うにす るために,本 研究

のね らいを 「自分の考えや思いをよ りよい方法で表現す る態度 や能力を育てる」と設定 し,

研究を進めて きた。

(2)研 究の仮説

児童 ・生徒が 自己を豊かに表現 し主体的に学んでい くため には,ま ず,興 味や関心を持

たせる教材を選択 ・工夫 し,体 験的な学習活動を取 り入れることが重要である。そのこと

は,児 童 ・生徒の学習意欲や学習課題の明確化 と密接 なかかわ りを持 ち,表 現 しよ うとす

る態度の育成へ 発展すると考え られ るか らであ る。

また,児 童 ・生徒が主体的 に課題を解決 した り,成 就感の得 られる機会や場を設定 した

りすることも重要である。課題解決を目指す学習の過程 において,一 人一人が学んだこと

や仲間とのかかわ りの中で集団や社会を意識 した見方 ・考え方を発表 し合 うことによ り,

表現力の向上や相手の意見を尊重す る態度 の育成が図 られ るのではないか と考えた。

以上のよ うな考えか ら,次 のよ うな仮説を設定 した。

〈仮説1>地 域素材や身近 な素材を活用 し,体 験的な学習活動を展開す ることにより,

児童 ・生徒の興味 ・関心が増 し表現 しようとす る意欲 も高 まるであろ う。

〈仮説2>多 様な考えを生か しなが ら主体的な学習活動を工夫 し,発 表の機会や場を設

定す ることにより,お 互いの良 さを認め合えるであろうし,よ りよい表現を工

夫す るであろ う。
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2研 究推進の視点

(1)地 域素材や身近な素材を活用 した教材の工夫

西部山間地域において は,恵 まれた自然の もと,体 験的な活動を組み込む ことの可能 な

地域素材や身近な素材が豊富 にある。身近にあ る事物 ・事象を活用す ることにより,児 童

・生徒の興味 ・関心が増 し,主 体的な活動 と表現意欲を促せると考えたU

貝体的には,次 のよ うな点 に配慮す るよ うに努めた。

0発 達段階に即 し,興 味 ・関心の持てる教材を工夫する。

○ 個に応 じた多様な学習課題が可能な教材を工夫す る。

○ 既存の知識や経験が生かせ るよ うな教材を工夫す る。

○ 思考 ・判断 ・創造を促す教材を工夫す る。

0具 体物や視聴覚教材等適切な資料を準備 し,有 効な活用を図 る。

(2)児 童 ・生徒の主体的な学習活動の展開

へ き地校 に学ぶ児童 ・生徒 は,素 直ではあるが指 示されて行動す るというような,受 け

身的,依 存的傾向が見 られる。したが って,一 人一人が主体的 に学習に取 り組め るよ うにす

るため,課 題解決的学習や体験的活動が重要であると考えた。特 に,次 の点に配慮するよ う

に した。

0体 験的活動の機会や場を確保す るため,学 習内容を精選 ・重点化する。

L)学 習課題明確化の過程を重視 し,一 一人一一人が 目標 と追究の 見通 しを持て るようにする。

○ 追究過程の中に自力解決の場 や集団解決の場を設定す る。

U自 分で工夫 した方法で学 習成果を まとめた り作品化 した りす る活動がで きるよ うにす

る、

(3}効 果的な発表 の機会や場の設定

へ き地校 に学ぶ児童 ・生徒は,相 手 との会話を用いな くて も相互に意思の疎通が図 られ

ることがあ り,そ の ことが自己表現力の不足がちな背景 にもな っている。そこで,発 表や

話 し合いの機会や場を多 く設 け,一 人一人が 自分の思いや考えを伝え ることがで きるよ う

に し,表 現力が高め られ るよ うにす ることが必要であると考え,主 に次の ような点 に配慮

す ることと した。

○ 相手 に伝え るための効果的な表現方法を内容に応 じて選択 ・工夫できるよ うにす る。

O学 習形態を工夫 し,相 互に学 び合える場 を設定す る。

0自 己評価の機会の設定 とともに,相 手のよさを認め合え る相互評価の機会 も設定す る。

0っ ぶやきや表情,し ぐさも大事 にする。また,発 表や表現 は,そ の児童 ・生徒が自信

を持て るように助言,励 ま し,賞 賛を してい く。

以上のような基本的な考え方 に基づいて研究主題 に迫 ることと した。
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皿 研究の全体構想

学校教育のねらい

①心豊かな人間の育成 ③基礎 ・基本の重視と個性教育の推進

②自己教育力の育成 ④文化と伝統の尊重と国際理解の推進

地域の特性一一

*伝 統的文化の継承

*緊 密な人間関係

*豊 かな自然環境

*過 疎化、都市化に

よる地域の変容

*交通が不便[

一保護者の願い一 児童 ・生徒の実態 一 指導の実態

豊かな人間関係 *素 直 ・純朴 ・人 なつ っ こい *き め細かな児童一生徒理解

楽しい学校生活 *異 学年間の良好な関係 *豊 富な地域素材

確かな学力 『 *自 然を十分活用しない } *集団的活動が比較的困難
健康で安全な生活 *表 現力の弱さ *主体的な活動を促す指導法
積極性と実践力 *消 極的で依頼心が強い の必要性

i
目指す児童 ・生徒像

①-「三体的な学習意欲とr1己表現力および社会性を身に付けた児竜 ・生徒

②自らの課題解決能力を身にで・1けた児壷 ・生徒

平成5年度研究主題

巨 璽 ・活動・生か・・+人 の豊か・・己表現力・伸ばす儲 法の工夫

研究のねらい

自分の考えや思いを、よりよい方法で表現していく態度や能力を育てる。

地域素材や身近な素材を活用し、体験的な学習

活動を展開することにより、児童 ・生徒の興味 ・

関心が増し表現しようとする意欲も高まるであろ

う.

<仮 説2>

多様な考えを生かしながら主体的な学習活動を

工夫し、発表の機会や場を設定することにより、

お互いの良さを認め合えるであろうし、よりよい

表現をエ夫するであろう.

域素材や身近な素材を活用した教材の工夫 児童 ・生徒の主体的な学習活動の展開 効果的な発表の機会や場の設定

① 小5社 会科

調ぺ学習や話し

合い活動を通して

表現力を伸ばす指

導法の工夫

「わたしたちの生

活と工業生産1

② 小6理 科

継続的な観察 ・

調査活動を通して

表現力を伸ばす指

導法の工夫

1人 とか ん き ょうj

検証事例
③ 小全 道徳

及び特別活動

身近な自然を観

察し、全校児童が

発表する活動を通

して、表現力を伸

ばす指導法の工夫

「自然愛」

④ 中1社 会科

課題の調査や発

表活動を通して、

表現力を伸ばす指

導法の工夫

【さまざまな地域1

⑤ 中2理 科

地域素材を活用

した体験的学習を

通して、考える力

表現力を伸ばす指

導法の工夫

「動物の世界1

⑥ 中2家 庭科

身近な素材を活

用した体験的学習

を通して、表現力

を伸ばす指導法の

味

喰物」

*仮 説検証の視点に基づく授業研究の分析と評価

*研 究のまとめと今後の課題
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N研 究の内容

実践事例 ・その1

調べ学習や話 し合い活動を通 して、表現力を伸ばす指導法の工夫

小学校 第5学 年 社会科

1単 元名 「わた したちの生活 と工業生産」

小単元 名 「工業生産 と公害」

2小 単元の目標

(1)工 業生産が もた らす様 々な影響にっいて考え ることによって,公 害について調べ ようと

す る意欲を持つ ことがで きる。

(2}自 分たちの身の回 りにある公害や環境の様子 にも目を向け,工 業生産 と国民生活のよ り

よい発展 を考えることがで きる。

(3>公 害の原因や被害の様子,被 害者が受 けた苦 しみ,現 在までの経過な どを資料か らとら

え,公 害に対す る自分の考えを発表す ることがで きる。

(4)公 害問題の解決までの努力を知 り,各 種公害か ら国民の健康や生活環境を守ることが大

切であ ることを理解す ることがで きる。

3小 単元設定の理 由

現在,環 境問題 は各国で取 り組 まなければならない重要な課題になって きている。 これか

らの社会を生 きてい く児童にとって,各 種公害か ら国民の健康 と生活環境を守 ることの大切

さを理解 し国民生活のよりよい発展を考えることは必 要なことであると考え られ る。

公害 という言葉 は,こ の地域の豊かな自然環境 や日常の生活か ら考えると,児 童 には馴染

みが薄い。そ こで,自 ら課題を見つ け,調 べ,解 決す る主体的な学習を展開す ることにより,

公害に対す る理解が深まり,よ りよい国民生活への願いや自分な りの考え,意 見を持っこと

がで きるようになると考えて小単元を設定 した。

4研 究主題 との関連

公害を文献 や視聴覚教材か ら調べ る活動を 「体験的活動」 と考えた。 また,調 べた結果の

発表や理解を深め るための話 し合い,グ ループによる ビデオ番組製作のための話 し合いやそ

の作品を 「表現活動」 と考えた。

ビデオ番組製作を取 り入れたのは,映 像を使 った表現 もあ ることを知 らせたか ったことと

映像を受 け入れる側か ら送 り出す側 になることによ って,自 分の考えや思 いをより意欲的 に

表そ うとす るのではないか と考えたか らであ る。
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5地 域 の様子 と児童の実態

本校の学区は秋留台地の西に位置 し,町 民農園や苗畑などが広が っている。 また,南 と北

にはFr.陵地帯が望め,平 井川が流れ,自 然が豊かに残 っている。

児童の 多 くは西の山の斜面 にある団地か ら通 っている、団地の裏山や平井川な どで遊ぶ こ

ともあるが,近 くの児童公園で遊ぶ ことが多い。 また,ス ポー ツや英語などの習い事 に通 う

児童 も多い。児童の性格 は穏やかで素直である。 しか し,自 分の言いたいことをは っきり最

後まで言 うことや,他 の児童の 言うことに耳を傾けることが不得手な児童が 目立 って きっつ

ある。 また,本 学級について言えば,発 表す ることや意 見を言 うことは自分にはで きないの

だと思 い込んでいる児童がおり,発 言に自信を持てない実態がみ られる,,

6指 導計画(10時 間)

(1)便 利な生活 と公害(調 べ る項 目を決めよう)… …1時 間(一 斉)

(2)さ まざまな公害(調 べよう)

水俣病 と四日市ぜんそ くについて調べ よう……3時 間(個 人)

調べたことを発表 しよう1時 間(一 斉)本 時

その他の公害 も調べよう1時 間(グ ループ)

(3)公 害を学習 して(ビ デオ番組に しよう)3時 間(グ ループ)

(4>ビ デオ番組 を見合お う1時 間(一 斉)

7本 時の指導

(1>本 時の目標

① 水俣病 と四日市ぜんそ く問題の解決 までの経過や,被 害者やその家族の苦労を理解 し

公害をな くす努力が大切であ ることに気付 くことができる。

② 資料か ら読み取 った ことや,そ れを もとに して まとめた自分の考えた ことや思 ったこ

とを発表す ることがで きる。

③ 友人の発表を聞 き公害についての理解や自分の考えや思 いを深める態度を養うことが

で きる。
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12)

10

分

導

入

展

開

20

分

15

分

一
ま

と

め

本時の展開

学

表 し 合 い,

ア.

イ.

ウ,

工 .

習 活 動 と 内 容 教 師 の 支 援 資 料 ・そ の 他

や四 日市ぜん そ くにっいて調 ・発言が不得手な児童を支援 各 自の プ リン ト,

とを発表する。 す る 資料集,教 科書

公害病を調べて分かったこと ・まとめ る こ とや 書 くこ とが 各 自の プ リン ト

た こ とを プ リン トに ま とめ 発 不得手 な児童に助言す る。 番号札

い,理 解 を深 め る。 ・発表 を 聞 いた ら,必 ず 番号 ①意見

水や煤煙の処理の大切さ 札を使 って意思表示を させ ②質問

害者やその家族の苦労 る 。 ③賛成

決までの努力 ・発表時には必要な資料を示 ④反対

やされた時間 させ る。 ⑤付け足し

らの便利な生活と健康な生活 ・考 え る視点 を与 え る。 番号札

ように して守 っていけばよい ア.工 場や住民の努力

え て話 し合 う。 イ.国 や 自治体の努力

(3)評 価

① 水俣病 と四 日市ぜんそ く問題の解決までの経過や,被 害者やその家族の苦労を理解 し,

公害をな くす努力が大切であることに気付 くことがで きたか。(知 識 ・理解)

② 資料か ら読み取 った ことや,そ れを もとに して まとめた自分の思 ったことや考えた こ

とを意欲的に発表す ることができたか。(思 考 ・判断 ・意欲 ・表現)

③ 友人の発表を聞 き,公 害 についての理解や 自分の考えや思 いを深める態度を養 うこと

がで きたか。(関 心 ・態度 ・技能)

(4)授 業の考察

① 自分で調べた ことが 自信 にな り積極的に発表 しようとす る意欲が 見られた。

② 資料を指摘 しなが ら発表 させたことが発表の内容の質を高めていた。

③ 資料を限定 したため個性豊かな発表があ まりで きなか った。

④ 一人一人の実態 に応 じた個別指導などの工夫が必要であった。

⑤ うまく調べ られなか った児童に も発表の機会があると良か った。

8今 後の課題

(1)調 べ学習の時 には,資 料を選択す る時点か ら自分で考え,自 由に調べ ることによって個

性豊かな発表への意欲が増すよ うな工夫が必要であ る。

(2)発 表が不得手 な児童で も意思表示がで きる方法を番号札以 外に も工夫 し,さ らに,励 ま

しや助言を与えることによ り自己表現 力を伸ばす自信をっけ させ る必要があ る。

(3)す べての児童 に自分の考えや思 いを発表で きる機会や場を均等に設定 したい。
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実践事例 ・その2

継続的な観察 ・調査活動を通 して、表現力を伸ばす指導法の工夫

小学校 第6学 年 理科

1単 元名 「人 と環境」

2単 元の目標

人 と他の動物 ・植物及 び周囲の環境 とのかかわ りを相互に関係づ けなが ら調べ,見 いだ し

た問題を意欲的に追究 してい く活動を通 して,生 命を尊重す る態度 を育てるとともに,生 物

と環境 とのかかわ りについての見方や考 え方を養 う。

3単 元設定の理 由

本校は多摩川 に近 く,四 季の変化 も美 しく,自 然環境に恵 まれた地域にあ る。

そ こで,本 単元を学習 してい く上で児童が主体的に活動で きる場 として,身 近な多摩川を

取 り上げ教材化す ることに した。 これ は,生 命の連続性や人間 と環境 を学習する場 として,

川(水)が 人間や生物 にとって生命を存続 させるために重要な役割を果た していることか ら

適切な教材と考えたのである。 さ らに,身 近な多摩川に直接働 きかけることによ り,児 童の

興味 ・関心が増 し,課 題解決能 力 も高まり,科 学的な見方 や考え方が育成で き,調 べたこと

やまとめた ことを意欲的 に発表で きるであろ うと考え単元を設定 した。

4研 究主題との関連

児童が多摩川に継続的に出かけて行 き,自 らの感覚機能を働かせて川の様子を観察 したり,

水質 などを調査 した り,ま た,魚 や水生昆虫を捕まえて種類を調べ責任を持 って飼育観察 し

てい くことを 「体験的活動」と考えた。 このよ うな活動の中か ら得た結果を もとに,主 体的

に考 え,様 々な方法で相手に伝え,課 題 を解決 してい くことが,お 互 いを認め合 う気持ちを

育て,人 間関係を深め,自 己表現力を伸ばす ことにつなが ると考えたのである。

5地 域の様子と児童 の実態

本校 は青梅市の中で も一番南 に位置 し,多 摩川を渡 ると羽村市,長 渕丘陵を越す と日の出

町 とい う地域にある。17年 前に開校 し現在 は全学年2学 級,児 童数400名 の学校である。

地域の特徴 としては,古 くか らこの地域 に住んでい る人達が 多 く,お 年寄 りと同居 してい

る児童 もかなりいる。 また,自 然が豊かで多摩川や丘陵が近 くにあるため水と緑 に恵まれて

いて,四 季を通 して川や山で遊んだ り学習 したりす ることがで きる。

このよ うな環境 の中で,児 童は,明 る く伸 び伸 びと生活することができ,誰 とで も親 しく

なることがで きるのだが,人 に対 して自分の考えや気持ちを伝 えるとい うことが不得意であ
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る。特に単語を並べただけの会話にな って しまい,相 手に 自分の気持ちが伝え られなか った

り,相 手が聞 き返 さないと最後まではっきりと言えなか った りする児童が多い。

6指 導計画(10時 間)

(1)多 摩川の上流 と下流を比べてみよう1時 間

(2)生 活排水の ま じった水の性質などを調べてみ よう1時 間(本 時)

(3)多 摩川の上流の生物 と下流の生物 は同 じだろ うか1時 問

(4)動 植物が生 きてい くうえで水以外 に何が必要だろ うか……1時 間

(5)地 球上で人間が生 き続け られ るの はなぜだろうか1時 間

(6)自 分 たちの身近な環境にっ いて調べてみよ う3時 間

(7)人 と環境 にっいてまとめてみよ う1時 間

(8)自 分たちが地球の環境を守 って いけ ることで,

で きることはないだろ うか1時 間

了 本時の指導

(1)本 時の 目標

① 多摩川の水 や生活排 水に関心を持つ ことができる。

② 水の性質などを進んで調べ記録 し発表す ることがで きる。

③ 自分たちの生活が川の水 と深 くかかわ っていることに気付 くことがで きる。

(2)本 時の展開

導
入

5
分

展

開

25

分

主 な 学 習 活 動

・前時の学習を振 り返 り,本 時の流れ

を確認す る。

教 師 の 支 援

・前時で確かめた事を確認 し
,

本時で活動す る内容を話す。

資 料 ・そ の 他

・多摩 川の 水 と

生 活排 水を用

意 す る。
・ビー カ ー

◎ 自分たちで持 って きた生活排水を多摩川の水 とまぜるとにおいや色 などはどのように

変わ るだろうか。

・班でどんな生活排水を持 って きたの

か発表する。
・生活排水をまぜて観察す る。
・記録用紙 に記入す る

・で きるだけ具体的に表現 さ

せる。
・においをか ぐときに直接か

がないよ うに注意す る。

・個人用記録用

紙
・記録一覧表

◎生活排水が まじった川の水 は多摩川の水 と性質が違 うのだろうか。

・パ ッ クテ ス トを行 って 水の 性質 を調

べ る。

・記 録 用紙 に記 入 す る。
・記 録 一 覧表 に記 入す る。

・パ ックテ ス トの や り方 を確

認 させ る。

・パ ッ クテ ス ト
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ま

と

め

15

分

◎ 多摩川の水を汚 くしている原因 は何だろ うか。

・調べた結果を もとに班で話 し合 い発

表す る。
・水を汚 くしている原因をまとあ発表

する。
・生活排水の処理の方法を考える。

・汚染源は生活排水だけでは

ない ことをお さえ る。
・生活排水を直接川へ流 さな

いよ うにす ることをおさえ

る。
・次時の学 習内容を連絡す る、、

__」

(3)評 価

① 川の水や生活排水に関心を持つ ことがで きたか。(自 然現象への関心 ・意欲 ・態度)

② 水の性質などを進んで記録 し,意 欲を持 って発表す ることがで きたか。

(観察 ・実験0)思 考 ・判断 ・表現)

③ 自分たちの生活が川 の水 と深 くかかわ っていることに気付 くことがで きたか。

(自然事象 についての知識 ・理解)

(4)授 業の考察

① パ ックテ ス トは視覚 により水の性質などが分かるため効果があ り,児 童は意欲的 に観

察 ・実験を行 った。

② 個人で調べ た結果を記録一覧表に書 き入れ ることにより,児 童に発表の機 会と場 とを

均等 に与えることがで きた。

③ 個人での観察 ・実験 を した後に グループで話 し合い活動を行わせる場合は,個 人で調

べた内容や結 果を自分な りに整理 させてお く必要が ある。

8今 後の課題

① 調査 ・観察 した内容を まとめるのに言葉だけではな く,絵 や図 ・表なども用いてよ り効

果的 に表現で きるように指導 してい く必要がある。

② 豊かな自己表現 力を伸ばすために,励 ま しや助言を与え,自 信をっけさせる必要がある。

③ 本単元の学習にとどまらず,今 後 も児童が意欲を持 って,調 査 ・観察 ・実験がで きるよ

うな体験的な活動を取 り入れた教材の開発が必要である。
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実践事例 ・その3

身近な自然を観察 し、全校児童が発表する活動を通して、

表現力を伸ばす指導法の工夫

小学校 全学年 道徳及び特別活動

1主 題名 自然愛(愛 鳥活動)

2主 題の 目標

(1>第1・2学 年

身近な自然の中での活動,中 で も野鳥を中心 とす る観察活動を通 して,自 然 や動植物 に

対するやさ しい心を養 う。

(2)第3・4学 年

身近な自然の中での活動,中 で も野鳥を中心 とす る観察活動を通 して,地 域 の自然環境

のすば らしさを感 じ取 り,動 植物 を大切 に しようとす る心を育て る。

(3)第5・6学 年

身近 な自然の中での活動,中 で も野鳥を中心 とす る観察活動を通 して,地 域 の自然環境

を大切 に し,護 り伝えて いこうとす る心情 と実践的な態度を養 う。

3主 題設定の理由

本校は四方を山に囲 まれ,眼 下 に奥多摩湖を見下ろす 自然環境に恵まれた場所にある。 し

か し,子 供たちにとっては日常的な環境であり,そ れに興味や関心を持つ ことはあまり多 く

はない。本主題を通 して,児 童が 自発的に自然に目を向け,自 然の持つすば らしさや不思議

さ,偉 大 さ,ま た厳 しさ恐 ろ しさなどに気付 き,自 分の生活す る地域を再認識 してほ しいと

考えた。 これ らの気付 きや心情 は体験的な活動によって高め られ,そ の高 まりが児童の表現

意欲を促すことにな ると考え,本 主題を設定 した。

4研 究主題 との関連

身近 な自然の中に入 り,意 識的に動植物や自然 を観察す ることを体験的活動 と位置付けた。

この活動を通 して児童が今まで気付かなか ったことに気付 き,自 然の持 っすば らしさや不思

議 さ,偉 大 さな どを感 じとることを目指 した。 また,こ れ らの体験的活動を通 して得 られた

知識や思 い,意 欲などは素材の身近 さか らも表現意欲を高め るために効果的であると考え た。

5地 域の様子 と児童の実態

自分たちが生活 して いる場所 は,学 区全域が秩父多摩国立公園の中に位置 して おり,「 自

然が豊かである」 という意識はあ る。 また,雪 が降ると登校が困難にな ったり,近 年,大 規
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模 な土砂 崩れ が あ った りと 自然 の 厳 しさ も経 験 して い る。 しか し,自 然 のす ば ら しさや不 思

議 さ,偉 大 さな どを感 じと る機 会 は あ ま りない よ うで あ る。 その た めか,地 域 の 自然 に積極

的 に 目を向 け,そ れを 大切 に し,護 って い こ うとい う実践 的 な態 度 は まだ十 分 と はいえ な い。

6指 導計 画(野 鳥 の観 察 を通 して 自然 愛 を培 う道 徳教 育 及 び特 別活動)

(1)身 近 な野 鳥 を描 くこ とによ り,野 鳥 の 美 しさに気 付 く。 … …1時 間(5月18日)

(2)イ ワツバ メの 観察 を通 して,生 命の 尊 さを知 る とと もに,

自然 に生 き る野 鳥の 厳 しさを感 じ取 る。1時 間(6月21日 〉

(3)観 察 会を 通 して,身 近 な 自然 の 美 しさや 不思 議 さ,今 まで 気付

か なか った こ とな どを 感 じ取 る。1時 間(10月5日)本 時

(4)餌 台 の観 察 を通 して,餌 の与 え 方 を考 え,人 間 と 自然 の

よ りよい関 係 にっ いて 考 え る。1時 間(12月6日)

(5)観 察 会 を通 して,厳 しい冬 の 自然環 境 の 中で生 き る野鳥

の様子を知 る。 1時 間(1月 日)

(6)一 年間の経験 を もとに,自 然の様 々な表情や変化を知 り,

自然の豊かさを実感するとともに実践的な態度を育成す る。 …1時 間(3月1日)

7本 時の学習

(1)本 時の 目標

① 第1・2学 年

・自然の美 しさを感 じ取 り,身 近な野鳥や植物に接 して自然 と親 しむ。

② 第3・4学 年

・自然の美 しさや不思議 さなどに気付 くとともに,身 近 な自然 に感動す る心情を育て る。

③5・6年 生

・自然の美 しさや不思議さなどを感 じ取 るとともに,人 間の 自然 に接す る態度や心情 に

も目を向けてい こうとす る心情を培 ケ,

④ 全学年を通 して

・友達 と互いに協力 して観察活動がで きるようにす る
。

・観察活動を通 して,様 々な発見を意欲的に発表 し合 うことがで きるようにする。
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(2)本 時 の展 開

学 習 活 動 と 内 容 教 師 の 支 援 資 料 ・そ の 他

導3

入分

・紅葉前後の桜の葉か ら季節の変化や

色彩の美 しさ,不 思議 さに気付 く。

・身の回 りの 自然 に目を向け

るよ うにす る。

・紅葉前後の桜

の葉

展20

開

① 分

・学校周辺の観察活動を通 して,自 然

の中での気付 きや思いを各 自の発見

カー ドに記入す る。
・友だ ちと協力 しなが ら観察する。

・自然の美 しさや不思議 さに

も着目するように助言す る。

・発 見 カー ド

・双 眼鏡

・地 上望 遠鏡

展19

開

② 分

・発見 カー ドを もとに しなが ら児童全

員が気付 いたことや発見 したことに
っ いて発表 し合い,話 し合 う。

・全 員の 発表 を取 り上 げ る こ

とに よ り,様 々な発 見が あ

った ことに気 付 くよ うにす

る。

・短冊カー ド

(発表を提示

す るため)

ま3
と
め分

・発表 された事 をもとに,季 節の移 り

変わ りや豊かな自然を感 じとる。

・現在紅葉 して いる場所を示

すな どして,継 続的な活動
に結び付ける。

(3>評 価

① 第1・2学 年

・意欲的に観察活動を行い,自 然に関す ることに着 目で きたか。

② 第3・4学 年

・紅葉による葉の色の変化などに着 目し,自 然の美 しさなどを感 じ取 ることがで きたか。

③5・6年 生

・自然の美 しさや不思議 さなどを感 じ取 り,季 節の変化を知 る場所を探 したりす るなど

して,継 続的に自然を見つめてい こうとす ることがで きたか。

④ 全学年 を通 して

・友達 と協力 しなが ら観察活動を した り,発 表を し合 った りで きたか。

・自分の発見を意欲的 に発表す ることがで きたか。

(4)授 業の考察

① 道徳教育の観点か ら,観 察と発表だけでな く道徳的価値付けを明確にすることが必要。

② 自然 に対す る関心 ・意欲の高 まりが見 られ,日 記な どに も自然の ことが増 えた。

③ 発表で は,児 童が安心 して発言 し合 うことので きる雰囲気があ り,成 就感 もあ った。

8今 後の課題

(1)「 愛鳥活動」を道徳教育 と して位置付けて行 う場合,他 の教科 との関連性を持 たせると

ともに,道 徳的な価値付 けを一層明確に し,年 間で6時 間扱いの内容を再構成す る必要

が ある。

(2)発 見 カー ドの記入や発表の方法等,学 年 に応 じた発展的な指導が必要である。
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実践事例 ・その4

課題の調査や発表活動 を通 して、表現力を伸ばす指導法の工夫

中学校 第1学 年 社会科

1単 元名 「さまざまな地域」

小単元 「EC諸 国」

2小 単元の目標

(1)ヨ ー ロッパと日本を比較 し,そ の違いや特色を理解す る。

(2)西 ヨーロ ッパ諸国が,そ れぞれ異な った伝統 と文化を生か しなが ら,ECの 名の もとに

大き く一つにまとまろうと していることを,そ の歴史 ・現在の情勢 ・問題点などに分けて

考察する。

3小 単元設定の理由

わが国とEC諸 国との交流は,経 済の発展 とと もにます ます盛んにな り,今 後一層の緊密

化が望まれ る。そ こで,EC諸 国 と日本を比較 しなが ら,EC域 内で営 まれ る人々の生活 に

っいて,理 解を深めることをね らいと してこの小 単元を設定 した。なお,こ のね らいを効果

的に達成す るために,課 題解決学習を取 り入れた。そ して,学 習の結果を班 ごとに発表 させ

る機会を設け表現力を育成 し,生 徒が 自ら学び,意 欲的に学習に取 り組めるように配慮 した。

4研 究主題 との関連

ECに っいての学習課題解決のための調査活動 ・発表に向けて資料づ くり ・原稿づ くり ・

発表 ・発表に対す る評価 ・質疑応答 という一連の学習活動を 「体験的活動」と位置付けた。

生徒が,課 題解決のため に調査 し理解 した ことを,と の ような発表方法で分か りやす く他

の生徒に伝えたらよいかについて考え工夫す ることは,生 徒 自身の 自己表現 力を伸ば し養 う

指導につなが るものと考え る。

具体的指導の場面では,生 徒38名 を六つの班に分け,班 員の一人一人に班内での役割分担

をさせ,発 表 に至 るまで生徒一人一人に 「自分 も班員 としての役割を果たせた」 という喜び

を感 じさせたいと考えた。 さらに,自 分の考えを主張 し,相 手の意見や考えを受け入れると

いう態度 も養 うことができると考え た。

5地 域 の様子 と生徒の実態

(1)地 域の実態

本校学区は,多 摩川や長淵丘陵などの 自然 に恵 まれて いる。一方,都 心に一時間半程度

で行ける交通の便利 さによ り,近 年マ ンシ ョンの建築が増え,学 区内の人口 も年 々増えて
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きてお り,自 然に恵まれた学区に も徐 々に都市化の波が押 し寄せつつある。

(2)生 徒の実態

都市化の波が押 し寄せつつあるが,生 徒は明 るく素朴で人なつ っこい性格である。 しか

し,人 前で 自分の意見や考えを発表 したり主張 したりす ることを苦手 とす る生徒が 多い。

従 って,授 業において も質問や発言が少な く,発言 させて も声が小 さか ったり,語 尾がは っ

きりしなか った りす ることが 多い。 また,自 分の考えを上手 に分かりやす く表現で きる生

徒が極めて少ない。

このような本校生徒の実態を見ると,一一人一人の生徒の豊かな 自己表現力を いかに伸ば

してい くかが,課 題であ る。

6指 導計画(7時 間)

(1)EC諸 国(国 のわ くを こえて結 びっ く国々)… ……1時 間(一 斉)

(2)ヨ ー ロッパの生活 ・民族 ・文化にっいて1時 間(一 斉)

(3)課 題選択 ・調査 ・発表準備3時 間(班 学習)

(4)発 表会を通 して,ECに つ いての理解を深あ る……1時 間(本 時 ・発表会)

(5)国 境 をこえて行き来す る観光客1時 間(一 斉)

了 本時の指導

(1)本 時の目標

① ヨーロ ッパの国 々の中で,EC加 盟国の役割や産業について理解する。

②EC域 内で国境を越えて,人 ・物 ・金などが自由に行 きかう姿を通 して,そ の利点 や

問題点を理解す る。

③ 聞 き手に分か りやす いよ うに資料を整え,工 夫 して発表 させ ると同時 に,発 表内容を

理解 しよ うとす る態度を養 う。

(2)本 時の展開

一

学 習 活 動 と 内 容 教 師 の 支 援 1資 料.そ の 他

導5

入 分

・EC加 盟 国12ヵ 国 を確 認 す る。 ・各自が着色 したEC12ヵ 国

の地図で,発 表す るECの

位置 を再確認する。

・白地 図

・ヨー ロ ッパ の

掛 地図

展

開

・ECに つ いて の 各班 の課 題 につ いて

調 べ た こ とを発表 す る。
・各班 が用 意 した ワ ー ク シー トに発表

内容 を ま とめ る。
・社 会科 係 が 司会 をす る。
・記 録 を と る。

・発表方法 は,各 班の工夫を

生かすよ うにする。
・発表者や司会者が,本 題か

らそれないよう配慮す る。
・巡回 して発表内容が理解で

きているか把握す る。

・各班 は,発 表

方法によ り,

OHPや 模造

紙な どを使用

す る。
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唖1舘享野
(3)評 価

① 各班の調査課題が,分 かりやす く発表で きたか。(技 能 ・表現 ・態度)

② 発表者の内容が理解で き,ECの しくみや産業などが理解できたか。

(関心 ・理解 ・判断)

③ 学習内容に主体的に参加す ることがで きたか。(意 欲 ・関心 ・態度)

(4)授 業の考察

① 各班が,発 表に工夫を凝 らした。

ア 劇化(人 形劇や紙芝居)の 発表 は,調 査内容を理解 した上で,脚 本をつ くり演ず る

という,表 現方法 と して は高度な ものを用 いる班 もあ った。

イ 分布図やグラフで,色 の濃淡を使用 した発表がで き,工 夫がみ られた。

ウOHPを 使用 した班で は,年 ごとの変化を重ねてい く方法を とっていた。

② 調査内容の発表にとどま らず,自 分の意 見 ・感想を発表で き,発 表内容をより深め ら

れた。

③ 発表を聞 く側 は,2～3の 質問 と,地 名を探す活動のみで,も っと多 く活動す る場を

与えるべ きであ った。

8今 後の課題

q)調 査課題を設定す る場 合,幾 つ もの課題を用意 して選択 させたり,単 元の共通点 などか

ら,互 いに関連 した課題を生徒に設定 させ,よ り意欲的に調査 ・発表できるよ うにさせた

い。

(2>発 表を主眼に した授業であ ったが,表 現力を高めるため,各 班の発表後に感想 を出 し合 っ

た り,改 善意 見を出 させ,発 表者だけでな く発表を聞 く側の活動 も,活 発にさせたい。

(3)今 回の調査 ・発表の経験 を生か し,今 後の授業で さらに豊かな自己表現 力を伸ば した い。

応 答 を して, ・い くっかの観点を設定 して

評価す る。
・生徒同士 も評価す る。

㎜

・評 価 カ ー ド

一
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実践事例 ・その5

地域素材を活用 した体験的学習を通 して、考える力 ・表現力を伸ばす指導法の工夫

中学校 第2学 年 理科

1単 元名 「動物の世界」

小単元 「身近な野性動物 と人の生活とのかかわ り」

2小 単元の目標

(1)タ ヌキの頭骨標本の作製 ・観察 と,ビ デオ教材の活用などか ら動物の多様な世界や体の

しくみの面 白さを感得 させ,動 物の世界への関心を深める。

(2)観 察 ・実験 ・聞 き取 りを通 して,タ ヌキの頭骨の特徴や生活の方法 につ いて,科 学的な

見方,考 え方をするように指導 し,ま た,わ か った事や調べた事を正確にわか りやす く伝

えるための表現の工夫をす る。

(3)日 の出町(本 校のあ る町)の 過去の野性動物の様子を調べ,そ の生活の しかたを知 る0

そ して人の生活 とのかかわ りについて 自分の意見や考えをまとめ,表 現で きるようにす る。

3小 単元設定の理由

西多摩地区では,こ こ数年 タヌキが車にはね られ死んでいるのを しば しば見かけるように

な った。本小単元では,こ の タヌキを教材に使用 して身近 な所で生活 している野性動物に関

心を向け させ,観 察 ・実験な どか ら体の しくみや生活の方法を学習す るとと もに,人 の生活

とのかかわ りにっいて考え発表 させる事を目標 に設定 した。 これを発展 させ ることにより,

身近 な自然環境を科学的にとらえ,自 然保護の理解への糸口に したいと考え る。

4研 究主題 との関連

本小単元の 目標を達成す るためには,自 然を観察 させ る日頃か らの指導と体験的学習が不

可欠であると考え,以 下の体験的活動を取 り入れて課題の明確化 と具体化をね らった。

(1)タ ヌキ(他 のホニ ュウ類で も可)の 死体を見っけ頭骨標本作 りと観察

(2)夏 休みの宿題 「日の出町…昔の野性動物」聞 き取 り調査

(3)ビ デオ教材の活用 「生 きもの地球紀行 ・雑木林はタヌキの楽園だった」(NHK)

表現活動で は,体 験的活動 を通 して気づいた事やわかった事を随時発表 して いき,最 終

的に野性動物 と人の生活 とのかかわ りにっいて,自 分の考えを文章で まとめ,発 表する。

この過程では,一 人一人の意見を大切に しなが ら学習を進めていきたい。 また,仲 間の意

見や考えを尊重 したり,発 表 しあ った りす る機会を大事 にす るよ うに指導 したい。本小単

元の終わ りには,文 章化 した全員の考 えを配布 して,次 の学習へ結びつけてい く。
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5地 域 の様子 と生徒の実態

丘陵に囲まれた 日の出町平井地区 は,平 坦 な土地に住宅が集 まり,宅 地開発が山の斜面に

まで及んでいる。鉄道の通 って いない町であるが,最 近の10数 年間に急激な人口の増加があ

り身の回 りの自然は,豊 富 とはいえ大 きく変わりつつある。近年,ゴ ミ処分場問題 もあ り住

民の自然環境に対す る関心 は高 い。

時 々変わった動植物を職 員室 まで届けて くれる生徒がいるものの,自 分を取 り巻 く自然 に

無関心な者 は多い。方向を示す と大変熱心 に取 り組むが,指 示がないと目の前 に重要な事象

が起 きて も気づかないとい う傾向がある。 この ことか らも,具 体的に考えるヒン トを提示 し

一人一人が課題を解決 してい く学習の必要性を感 じるJ自 発的な発言 は,上 級生 になるとほ

とん どないので表現方法 には工夫が必 要である。 また本校は体験的学 習に力を注いでいる学

校なので,そ れを生か した活動を授業に取 り入れる事は十分可能であると考えた。

6指 導計画(4時 間)

(1)「 日の出町…昔の野性動物」聞 き取 り調査 夏休みの宿題

(2)小 単元の説明,野 性動物 と人の生活とのかかわり(一 回目)

タヌキの頭骨標本作 り……2時 間

(3)ビ デオ 「雑木林 はタヌキの楽園だった」1時 間

(4)野 性動物 と人の生活 とのかかわ りについて(二 回目,ま とめ)… …1時 間(本 時)

了 本時の指導

(1)本 時の目標

① 頭骨や資料を活用 し,タ ヌキの特徴や生活の方法を理解す る。

② タヌキを手がか りに して,野 性動物 と人の生活 とのかかわ りにっ いて自分の考えを ま

とめ発表す る。

③ 仲間の意見や考えをきちんと聞 ぎ 大切にす る態度を養 う。

(2)本 時の展開*本 時の 目標② は,考 えを深め るために小単元の導入時に一時取 り組み学

習を経 た後,本 時の まとめで再び各自の課題 と した。
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1

学 習 活 動 と 内 容 教

導 ・本時の学習 目標を明確にす る。 ・特 に

入 目指

6 ・以前 にまとめた仲間の考え(動 物 と ・ プ リ

分 人の生活 にっいて)を 数名が読む。 人の

・タ ヌ キ ,ウ シ,イ ヌ,ネ コの 頭 骨 を ・生 徒

展 観察 し,わ かる事を確認す る。 を指
・タ ヌキの生 活方 法 を理 解す る . ・ビ デ

開 問す
・資料 か ら タヌキの 習性 を読 み取 り, ・目的

昔の地域の 自然環境を想像す る。 指示
30 ・タヌキの生活場所を理解す る。 ・ タ ヌ

図示
分 ・動物 と人の各々の立場か ら自然 を考 ・ ピ ン

え,目 標② へ の ステ ップ とす る。 具体

ま14 ・目標②について自分の考えをまとめ ・今 ま

と 発 表す る。 考え

め分 ●いろ い ろな考 え方 を知 る。1● 仲 間

師 の 支 援

・特 に本時の 目標②の完成を

目指すよう促す。
・プ リン トを数枚選 び,他 の

人の文章を読 ませ る。

を指摘す る。

図示する。

考え させ,

資 料 ・そ の 他

タ ヌキの剥 製

プ リン ト

め観察のポイン ト 頭骨標本4種

る 。

らわかった事を質 プ リン ト

夏休みの宿題
った内容の ものを

発 表 させ る。

生活場所を簡単に プ リ ン ト

0

なる言葉を板書 し, プ リ ン ト

考 え させ る。

学習を手がか りに プ リ ン ト

,発 表 さ せ る。

え方を尊重 させる。

(3)評 価

① 頭骨標本の観察か ら科学的 に何がわか るか確認で きたか。(技 能 ・科学的思考)

② 資料か らタヌキの習性を知 ることがで きたか。(知 識 ・理解)

③ 目標②にっいて考え,自 分の意見をまとめ発表できたか。(表 現 ・科学的思考)

④ 仲間の発表を きちん と聞 き,大 切にす る態度が養えたか。(関 心 ・意欲 ・態度)

(4)授 業の考察

① 表現の方法や表現に至る過程を重視 し,一 人一人の意見を大切に しなが ら学習を進め

れば,消 極的な生徒の表現活動 も十分期待で きる。

② 体験的な学習により大部分の生徒の考 えが深 まったが,そ うでない者 もいたので(動

物がかわいそ う)地 域の特色の一つである林業の関係者の話 も取 り上げれば良か った。

③ 多 くの仲間の多様 な考えを知 り,視 野 を広めた生徒が多か った。

④ 頭骨標本 には,普 段授業に消極的な生徒 も大きな関心を示 した。

8今 後の課題

(1)体 験的な学習は,準 備 ・まとめ等に時間がかかるため,計 画的かっ弾力的に時間を設定

す る必要がある。

(2)表 現活動 は,年 間を通 しての意識付けや指導が必要である。

(3)身 近 な自然を観察する力の向上を目指 し,今 後 も地域素材を活用 していきたい。
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実践事例 ・その6

身近な素材を活用 した体験学習を通 して、表現力を伸ばす指導法の工夫

中学校 第2学 年 家庭科

1領 域名 「食物」

題材名 「りん ご ・食品の褐変について」

2題 材の目標

(1)り ん ごの褐変がなぜ起 きるのかにっいて興味を持 って仮説を立て,実 験 ・観察す ること

がで きるよ うにする。

(2)観 察 した ことにっ いて,班 ごとに創意 ・工夫 して発表す ることがで きるようにす る。

(3>こ れか らの授業や生活 に学んだ ことを生かそ うとす る態度 を養 う。

3題 材設定の理 由

生徒は 日常生活や学習の中で,事 象を知識 として教え こまれて いた り,当 たり前の ことと

して聞か されていたりす ることが多い。常 に受け身になり何 とな く 「ああそ うなのか」と流

して しまっていることが多いので はないだろ うか。その中の一っの事象にで も 「どうしてだ

ろう,な ぜだろ う」 という興味 ・関心を持 たせ ることは貴重な ことだ と思 う。そ して,自 分

でや ってみること(体 験)が 本当の意味での学習になるのではないか と考える。 さらには,

自分の目で確認 したことを伝え ることが,自 信を持 った発言 にっなが るのではないか と考え,

体験及び表現の観点か ら本題材を設定 した。

4研 究主題との関連

日常生活の中で,包 丁を使 った り,り ん ごの皮をむいたりという体験 を している生徒が少

な くな って きている。 りん ごの皮をむ くとい う体験を した上で,り ん ごの褐変にっいて観察

学習をす る。

りん ごの色が変わるのを防 ぐために,一 般的 には塩水にっけると効果的であると言われて

いるが,そ れはなぜか という課題を解決す るために,い くっかの具体的な方法で変化を観察

す る。その中か ら答えを見っけ出す。 また,観 察を通 してその変 ってい く様子を 自分の目で

確認 し,結 果を他人にわか りやす く伝えるための方法を班 ごとに創意 ・工夫 し発表させ る。

以上,2っ の観点か らの学習によ り生徒の表現力が養われ るもの と考えた。

5地 域の様子 と生徒の実態

本校 は西部山間 に位置 し,山 を隔て山梨県 に接す る。全校生徒111名,4学 級 とい う小

さな学校であ る。学校を中心にV字 型に南北 に広が っている学 区であ り,遠 い生徒 は,20
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kmも の道の りをバスなどで通学 している。ほとん どの生徒がバ スや 自転車を利用 し,通 学に

時間がかか っている。バ スの時間に制約があり,放 課後の活動に支障があ るなど厳 しい状況

にある。生徒は素直で,言 われたことに対 して真面 目に取 り組むが,意 欲的 ・積極的に対応

する部分で は,ま だ不十分である。家庭科の各領域は,自 分の生活経験か ら発言で きるとい

うことが 多いため、他の教科では思 うよ うに発言で きない生徒が,認 あ られるという場面 も

多 く見られ る。小 ・中学校 と同一集団のため固定 され た人間関係や刺激が少ないなどの状況

下で,こ れか らをた くま しく生 き抜 く力 として表現力は,不 可欠の ものであると考えている。

6指 導計画 「食物」35時 間

(1)青 少年の栄養 と献立……8時 間

① 私たちと食物

② 健康 と栄養

③ 食品の栄養的特質

④ 食品群別摂取量のめやす と献立

(2)日 常食の調理……24時 間

① 食品の性質 と選択

② 実習の計画 ・準備(本 時1/3時)

③ 調理実 習
(3)生 活 と食事………3時 間

① 食事の役割

② よ りよい食生活を求めて

7本 時の指導

(1)本 時 の目標

① りん ごの褐変がなぜ起 きるのかを考え,興 味を持 って課題を解決す るための実験 ・観

察 がで きる。

② 食品の変色にっいて理解 し,そ れを防 ぐ方法にっいて知 る。

③ 観 察 した ことを グループで協力 し,発 表で きるよ うにす る。

④ 学 習 した ことを,こ れか らの授業や生活に活用 しようとす る態度を養 う。

(2)本 時の展開

学 習 活 動 と 内 容 教 師 の 支 援 資 料 ・そ の 他

導 ・一 時 間前 にむ いて ,4種 の方 法 で放
入
5
置 した りん ごを観察することを確認

分 す る。

観
・観 察 を し,褐 変 の様 子 を プ リン トに ・切 る,試 食など具体的な観 ・放 置 りん ご

まとめ る。 察方法を助言する。 ・学 習 プ リン ト

・発表の具体的方法 を考える。 ・長時間放置 した りん ごを見 ・半 日放置 した

察 ・発表をす る せ比較 させる。 りん ご
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発

表

30

分

一
ま

と

め

15

分

・他 の班 の観 察 の様 子 を聞 き,違 う方

法 な どを,聞 き取 りメモ をす る。

・なぜ褐 変 が起 き るの か ,ま た ど う し

た ら防 げ るの か を話 し合 う。

・発 表す る。

・空 気 に触 れ る と褐 変 が起 る ことに気

付 き,工 夫で 防 げ る ことを理 解す

る。

・プ リン トに ま とあ る。

・後 片付 けをす る。

・他の班の発表か らの聞 き取

り学習をさせ る。
・他の野菜の変色を見せ る。

・机間巡視をす る。

・工夫 には様々な方法が考え

られ ること補 う。

らの聞 き取

0

を 見せ る。 ・ じ ゃが い も

o

・ごぼ う

方法が考え

0

(3)評 価

① りんごや食品の変色理由にっいて確認す ると共に,防 ぐ方法を知 ることができたか。

(知識 ・理解)(創 意 ・工夫)

② 観察 した ことを伝え る方法を創意 ・工夫 して発表で きたか。(創 意 ・工夫)

③ 学習 した ことを実習や生活に生か そうとす る考えが持てたか。(生 活の技能)

④ 課題 を持 って,解 決す るための学習がで きたか。(関 心 ・意欲 ・態度)

(4)授 業の考察

① 放置の方法 を工夫 した り,い ろいろな角度 か らの観察がで きた。

② 一斉授業の中では,目 立たず,消 極的な生徒 も意欲的に取組み,仲 間か ら認め られる

場面が多 く見 られた。

③ 観察の中で体験(切 る ・触れ る ・食べる)を 通 し,自 分の感 じた ことなどを率直にま

とめることがで きた。

④ 自分の生活やこれか らの実習 に置き換 えた考え方や,資 源保護な どに発展 させた意見

を見いだす ことがで きた。

8今 後の課題

(1)体 験 または観察を通 して学習 した ことを,よ りよい方法で伝え ることを体得 させたいと

考え る。

(2}実 習を中心 と した授業の中で,生 徒の興味 ・関心が作業のみにとどまらぬよ う配慮する

必要がある。

(3)実 生活に即 した身近な教材を工夫 し,生 きた学習になるよう心掛 けるようにす る。
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V研 究 の ま とめ と今後 の課題

本研究部会で は,地 域の特性,児 童 ・生徒の実態等にっいて共通理解を図 った上で,へ き地

教育の課題を 「豊かな表現力の育成」 と捉 らえた。 そこで,研 究主題に迫 るために次の二っの

仮説を設定 した。

〈仮説1>地 域素材や身近 な素材を活用 し,体 験的な学習活動を展開することによ り,児 童

・生徒の興味 ・関心が増 し表現 しよ うとす る意欲 も高 まるであろう。

〈仮説2>多 様な考えを生か しなが ら主体的な学 習活動を工夫 し,発 表の機会や場を設定す

ることにより,お 互 いの良 さを認め合えるであろうし,よ りよい表現 を工夫するで

あろ う。

上記の仮説に基づいて,検 証授業を行 った。 その結果,次 の成果を得 ることがで きた。

1研 究の成果 について

・調べる項 目をはっきりさせ,主 体的に調べたことにより,他 の地域の社会事象にっいての

理解を深め,結 果や 自分の考えを発表 しようとする意欲が高まった。(事 例1小5社 会)

・身近な素材を継続的に調査す ることによ り,自 然環境に目が向けられ る様 にな り,調 べた

結果を意欲的に発表 しようとす る態度 が身に付いてきた。(事 例2小6理 科)

・異学年 グループでの観察活動 は身近な 自然に目を向けることがで きた。全校児童の発表を

取 り上 げることにより,意 欲的に発表 しようとす る態度が見 られた。(事 例3小 道 ・特)

・生徒が主体的に調査 したことを,適 切な発表の機会や場を与えることによ り,発 表内容が

深 まり,効 果的な表現の工夫が見 られた。(事 例4中1社 会)

・地域素材を活用 した体験的な学習により,身 近 な自然の変化や状態に気付 き自分の意見や

考えをまとめることがで きた。発表を通 し視野 を広めることがで きた。(事 例5中2理 科)

・身近な素材で体験的 な学習を展開することによ り,主 体的に取 り組み事象を直接感 じる学

習がで きた。また,感 じたことを 自分の言葉で表現することができた。(事 例6中2家 庭)

研究の結果,事 例を通 して もわか るように児童 ・生徒 は「体験的な活動」「主体的な活動」を

展開す ることにより,よ りよい方法で表現 しようとする意欲的な態度を養 うことがで きた。

2今 後の課題 について

(1)機 会や場 に合 ったよ り適切な表現方法を工夫 し選択で きる力を身に付 けさせ る必要が あ

る。

(2)身 に付けた表現力を,日 常の生活の中で さらに実践的に高めてい く必要がある。

(3)よ り豊かな表現力を高あるための評価の在 り方 を研究 してい く必要がある。

(4>表 現 力の育成は,教 育活動全体のなかで意図的 ・計画的に指導す ることが大切であ る。
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